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インタラクション

• 「言語の学びの種はインタラクションにあるの
か？」

–第2言語習得研究では，当たり前でしょ？なにを
いまさら。

–例えば，相互作用仮説(Interaction	Hypothesis:	
Long,	1983)
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理解可能インプット
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交換を伴うコ
ミュニケーション
タスク

学習者の理解

の欠如，エラー
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ドバックの機会
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言語習得

会話タスクのタイプと言語習得の関係モデル（Long,	1987)
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!

Skehan (1998:	p.52)

学びは，個人の内

部で起きている。イ
ンタラクションは，
「付け足し」？

弱いインタラクション(weak	interactionist)
(Mondada	&	Doehler,	2004;	van	
Compernolle,	2015)

SCT:強いインタラクション
• Vygotsky
–参加者間のインタラクションの中にこそ，学び（高
次精神機能の発達）の源泉がある。

• 個人間(interpersonal)→個人内(intrapersonal)

– インタラクションは，参加する双方によって協同
的・対話的に作り上げられる活動。

• 「発達の最近接領域（Zone	of	Proximal	Development;	
ZPD)」
• 参加者は，常に変化する相手や環境に，言語/非言語
的リソースを適応させながら，活動を継続している。
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強いインタラクション

–環境は，インタラクションに影響を与えるだけでな
く，そこで進行するインタラクションに影響を受け，
変容する。

インタラクションの分析

• 英語授業での２つの事例
–「模倣」を通じた学び
• An	imaginary	wall	(Yoshida,	2015)

–教師による方略的援助，集団のZPD
• “I	play	homework”	(吉田・荒木,	2013)
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“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

• 中学校の授業での長期的協同研究
– 協力者：荒木美景さん［篠山市教育委員会］

• JTEとALTのティーム・ティーチングを協働的な学びの
場(team-learning)として分析 (Tajino,	Stewart	&	
Dalsky,	2015に掲載)

• 今回，やりとりをSCTの観点から再分析

Tajino,	Stewart	&	Dalsky (2015)

“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

• 中学校1年生(2014年10月)
–人称表現を一通り学んだ後の練習活動
– I	like	soccer.		à He	likes	soccer.
–三単現-S…習得に時間がかかる

A	big	wall	is	here.	
So	we	cannot	talk.	
Please	tell	him	
what	I	say.

JTE
ALT
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“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

I	like	soccer.

S
S

SS

S

S
S

JTEALT

“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

S

S

JTEALT

S
S

S
S

S

S

She	likes	
soccer.
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“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

S

S

JTEALT

S
S

S
S

S

S

Oh,	she	likes	
soccer.		I	don’t	
like	soccer.

“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

S
S

SS

S

S
S

JTEALT

He	does	not	
like	soccer.
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“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

S
S

SS

S

S
S

JTEALT

Excerpt	1
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Excerpt	2

Excerpt	3
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Excerpt	3

Excerpt	3

(																											)									
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“An	imaginary	wall”	(Yoshida,	2015)

• 「生徒たちがやっていることは，単純な言い換
え（パターン・プラクティス）ではないのか？」

• 「模倣」という観点から再分析してみよう。

模倣を通した学び

• 社会的認知の基盤としての模倣(Tomasello,	
1999)
– 「真似（mimicking)	」
• 他者の行動の目標や意図を理解しないまま反復

– 「エミュレーション(Emulation)」
• 相手が達成しようとしているゴールは理解しているが，
達成手段の役割を理解していない。

– 「模倣(Imitation)	」
• 他者の行動の背後にある意図を汲み取って,	行動と目
標の関係性を理解する。

• SCTでは，子どもや学習者の認知発達に大きな役割を
持っていると考える。
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模倣を通した学び

• 役割交替を伴う模倣(role-reversal	imitation;	
Tomasello,	1999)
– 「子供が大人の立場に立って，自分が行為者に
なるということだけでなく…，大人を自分の立場に
置いて，自分の意図的な行為を大人に向ける
（つまり，行為の目標を，子供の注意の状態から
大人の注意の状態に置き換えなければならな
い）」(訳書，p.141)

模倣を通した学び

• 役割交替を伴う模倣(role-reversal	imitation;	
Tomasello,	1999)
–単にJTEとALTの会話を聞くという立場から，その
会話に自分も参加し，自分の視点（内部の視
点）と大人の視点（外部の視点）を行ったり
来たりする立場へ。

–人称変化，動詞の変化→自分が習得したのは社
会的に「共有されている」記号という意識＝間
主観性(intersubjectivity)
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模倣を通した学び

模倣を通した学び

• 単純な主語の置き換え，動
詞の変化

↓
• ALTの意図(communicative	
intention)の変化の読み取り
– “I	like	music.	Does	he	like	
music?”

– “I	study	Japanese.		Do	you	
study	English?”
↓

• 真似(mimicking)から模倣
(imitation)へ

教師が生徒の反応に
対応しながら調整

↓
意図的な撹乱

(“designed”	confusion)

Z
P
D
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インタラクションの中にこそ学びの種
があるのでは？

S
S

SS

S

S
S

JTEALT

教師の方略的援助と集団の学び

• SCT:	教師と学習者が，対話的にインタラクショ
ンを構成し，学習者の発達を促す。

• 吉田・荒木(2013)
–そこで，通常のクラスでも，教師が方略的に学習
者のパフォーマンスを援助することによって，生
徒の言語発達が促されるか。クラス内にZPDが構
成できるか。
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教師の方略的援助と集団の学び

• 吉田・荒木(2013)
–方略的援助(strategic	mediation)，ダイナミック・ア
セスメント(Dynamic	Assessment)	
• (Lantolf &	Poehner,	;	Davin,	;	van	Compernolle,	など）

–学習者の現在の発達水準(一人でできること)を
読み取り，潜在的発達水準(助けを借りてできる
こと）へ導く援助を行う。

教師の方略的援助と集団の学び

• “Yesterday	I	go	to	school…”
– 共有した方略的援助の水準

• 援助1 沈黙する（「ん？」という表情）。
• 援助2 誤りを含む句を質問調で反復する。

– You	go to	school	yesterday?
• 援助3 誤りとなっている語を指摘する。

– Go?
• 援助4 A	or	Bの選択肢を与える。

– You	go,	or	you	went	to	school?
• 援助5 正しい表現を教える。

– 同じエラーでも，援助4より，援助3で修正できた方が，
潜在的な発達能力が高いと言える。

より暗示的
(お助け度−）

より明示的
(お助け度＋）
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教師の方略的援助と集団の学び

• 吉田・荒木(2013)
–公立中学校2年生(男子16名，女子17名)
– 2013年6月
–授業者：援助の水準を理解。意図的に介入。
–ただし，特別な活動ではなく，普段の学習活動の
中でやりとりを行う。

“I	was	playing	homework.”

援助3

援助4

援助1
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“I	was	playing	homework.”

一対一のやりとりから，クラスの多くが
参加できるスペースが生まれている

暗示的なinvitation

“I	was	playing	homework.”

別の生徒とのやりとり
→気づき

明示的なinvitation

多くの援助を借りて
発話できた
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“I	was	playing	homework.”

• 教師が生徒と対話しながら方略的援助を使
用し，学習者の潜在的な発達水準を探る

↓
• クラスの他の学習者がやりとりに参加

↓
• 複雑な教室のディスコース
＝学びのスペースの拡張の可能性

まとめ

• 弱いインタラクション→強いインタラクションの
見方

• インタラクションそのものに，学びの種がある
という見方とその事例

• 「インタラクション」というより，むしろ，「人々の
関係性やつながり」(茂呂,	2011)と言い換えた
方が良いかもしれない。
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まとめ

• 理論と実践の往還へ
–教師や学習者の日々の実感の意味づけ
– “Taken	for	granted”の暴露
–教室の会話への洞察，活動の「デザイン」
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